
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
大
吉
の 

お
み
く
じ
引
い
て
も 

失
業
中
）
（
同
じ
額 

社
長
税
金 

俺
年
収) 

（
お
父
さ
ん 

馬
さ
え
あ
ん
な
に 

稼
ぐ
の
に
）
（
能
力
が 

な
い
の
に
運
が 

な
い
と
い
う
） 

雇
用
環
境
が
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら

緊
急
避
難
型
が
、
雇
用
調

整
助
成
金
の
活
用
を
例
に

し
て
説
明
さ
れ
た
。
ド
イ

ツ
、
オ

ラ

ン

ダ
、
デ

ン

マ
ー
ク
に
お
け
る
事
例
で

多
様
就
労
型
の
制
度
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
た
。 

 

労
使
で
同
床
異
夢
と
言

わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
で
あ
る
が
、
元
々
、

日
本
に
お
い
て
は
総
労
働

時
間
の
短
縮
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
抜
本
的
な
時
短
対

策
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ

る
べ
き
と
受
止
め
た
。 

(1)第643号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協     毎月3回(1日･11日･21日発行)2009年6月1日 

 

第
１
回
講
座
は
５
月
１

１
日(

月)

午
後
６
時
３
０

分
か
ら
独
立
行
政
法
人
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

の
小
倉
一
哉
主
任
研
究
員

を
講
師
に
講
座
が
行
わ
れ

た
。
第
２
回
講
座
は
５
月

２
１
日(

木)

に
、
学
習
院

大
学
経
済
学
部
の
脇
坂
明

教
授
か
ら
講
義
が
な
さ
れ

た
。 

 

両
氏
と
も
、
緊
急
避
難

型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

と
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
２
タ
イ

プ
の
特
徴
に
つ
い
て
提
起

さ
れ
た
。
特
に
現
在
は
、

 

合
会
か
ら
共
通
テ
ー
マ
と

し
た
春
闘
、
総
選
挙
状
況 

新
地
協
対
策
な
ど
に
つ
い

て
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。
春
闘
で
は
、
要
求
の

組
立
時
点
と
、
そ
の
後
の

世
界
同
時
不
況
勃
発
時
点

で
の
整
合
性
の
可
否
に
い

て
も
意
見
交
換
が
図
ら
れ

た
。 

 

総
選
挙
状
況
報
告
の
後 

新
地
協
移
行
に
む
け
た
対

応
や
進
捗
状
況
、
並
行
し

て
連
合
会
費
の
値
上
げ
動

向
に
つ
い
て
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。
新
地
協
に
つ
い

て
は
富
山･

石
川･

福
井
と

新
潟
か
ら
現
況
説
明
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
、
現
存
す

る
地
協
統
合
の
苦
労
話
が

な
さ
れ
た
。 

 

連
合
会
費
は
２
０
１
１

年
１
月
、
翌
年
１
月
の
２

段
階
で
各
５
円
ず
つ
引
上

げ
す
る
事
で
大
会
討
議
さ

れ
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

●
５
月
２
２
日(

金)

に
某

全
国
産
別
の
役
員
ら
６
名

が
、
連
合
地
域
活
動
の
視

察
に
長
岡
を
訪
れ
た
。
学

校
給
食
調
理
残
さ
再
生
利

用
活
動
も
見
た
い
と
い
う

の
で
柿
町
の
地
域
循
環
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
施
設
へ
。 

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
昼
食

を
取
り
な
が
ら
、
活
動
の

説
明
や
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
会
話
の
中
で

連
合
本
部
会
費｢

５
０
円｣

の
１
０
円
値
上
げ
問
題
が

話
題
と
な
っ
た
。 

●
私
は
気
軽
に
「
５
円
だ

１
０
円
だ
二
段
階
だ
と
い 

っ
て
、
地
域
に
顔
の
見
え

る
連
合
運
動
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
掛
け
声
と
は
言
動

不
一
致
だ
。
」
と
発
言
。 

●
す
る
と
、
突
然
「
申
し

訳
な
い
。
私
は
連
合
本
部

副
会
長
。
地
域
の
連
合
の

仲
間
が
こ
ん
な
に
活
動
し

て
い
る
事
は
今
日
の
視
察

で
初
め
て
知
っ
た
。
連
合

会
費
問
題
で
ぐ
す
ぐ
す
し

て
は
い
ら
れ
な
い
。
東
京

に
帰
っ
た
ら
会
費
値
上
げ

問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に

発
言
す
る
よ
」
と
明
言
。 

●
小
生
は
小
心
者
。
「
連

合
副
会
長
と
は
つ
い
知
ら

ず
大
変
失
礼
。
」
と
一
応

お
詫
び
。
連
合
副
会
長
Ｓ

氏
は
「
連
合
本
部
で
こ
の

よ
う
な
活
動
実
態
を
知
っ

て
い
る
の
か
？
。
本
部
も

頑
張
る
。
地
域
も
頑
張
っ

て
く
れ
。
」
と
力
強
く
励

ま
さ
れ
た
。 

 

の
を
複
数
に
す
る
事
の
検

討
に
つ
い
て
も
意
見
が
出

さ
れ
、
執
行
部
答
弁
の
後 

満
場
の
拍
手
で
全
事
項
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。 

 

学
校
給
食
調
理
残
さ
再

生
利
用
事
業
は
、
旧
小
国

と
越
路
の
一
部
が
未
回
収

地
域
と
な
っ
て
お
り
、
本

年
度
内
に
試
行
を
開
始
し

て
、
２
０
０
１
０
年
度
に

は
合
併
全
市
の
回
収
体
制

が
実
現
で
き
る
よ
う
方
針

化
さ
れ
、
通
常
総
会
は
終

了
し
た
。 

 

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
は

５
月
２
４
日(

日)

～
２
５

日(

月)

に
渡
り
、
妙
高
に

て
専
従
役
職
員
会
議
を
開

催
し
た
。 

 

会
議
は
開
催
地
で
あ
る

新
潟
の
江
花
会
長
が
司
会

を
し
て
進
め
ら
れ
た
。
自

己
紹
介
の
後
、
各
地
方
連 

 

長
岡
市
内
を
中
心
に
中

越
地
域
で
環
境
保
全
活
動

を
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
２
０
０
９
年
度

通
常
総
会
が
、
５
月
２
２

日(

金)

午
後
６
時
３
０
分

か
ら
、
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。 

 

１
０
回
目
を
迎
え
た
通

常
総
会
は
金
子
理
事
長
が

主
催
者
挨
拶
を
し
た
後
、

長
岡
市
・
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

新
潟
・
サ
ー
ク
ル
み
ず
ば

し
ょ
う
が
来
賓
挨
拶
。 

 

報
告
事
項
で
は
昨
年
末

の
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

も
含
め
、
運
動
全
般
の
一

般
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
が
逐
次
担

当
か
ら
行
わ
れ
た
。
質
疑

の
後
、
全
体
の
拍
手
で
報

告
事
項
は
承
認
さ
れ
た
。 

 

続
く
審
議
事
項
で
は
、

新
年
度
の
活
動
大
綱(

案)

事
業
計
画(

案)

、
予
算

(

案)

に
つ

い
て
担
当

か
ら
提
案

さ
れ
た
。

質
疑
で
は

割
り
ば
し

リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に

関
す
る
件

の
予
算
措

置
に
つ
い

て
質
問
が

な

さ

れ

た
。
ま
た 

監
事
と
会

計
監
査
委

員
が
各
１

名
と
な
っ

て
い
る
も 
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見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

ワークシェアリング連続講座 

２名の専門家が雇用確保の視点で提起 
商工会議所と共催で２講座を開催して学習 

 

雇
用
の
不
安
定
化
が
進
む
中
で
、
労
働
の
分
か
ち

合
い
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
２
講
師
か
ら

提
起
を
受
け
る
連
続
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
講

座
は
連
合
中
越
・
商
工
会
議
所
の
共
催
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
２
日
間
で
１
２
０
名
が
受
講
し
た
。 

ＮＰＯ法人地域循環ネットワーク 

２００９年度通常総会を開催 
 スタッフの新体制も含め、 

      新年度の活動大綱･予算を決定 

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

専
従
役
職
員
会
議
を
妙
高
で
開
催 

春
闘･

会
費･

新
地
協
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換 

第57回連合中越地協委員会のご案内 
開催日時 ６月１１日(木) 
      18：00～ミニ講座 
      18：30～地協委員会 
会  場 長岡市勤労会館大ホール 
議  題 ①平和運動関係、②定期総会 
     関係、③その他   
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
横
長
の 

テ
レ
ビ
に
合
わ
せ
て 

ご
ろ
寝
増
え)

（
充
電
の 

つ
も
り
が
放
電 

午
前
様
）
（
研
修
で 

つ
い
た
や
る
気
も 

３
日
ま
で
）(
痩
せ
る
お
茶 

飲
め
ば
飲
む
ほ
ど 

水
ぶ
と
り) 

 

ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
方
を
講
師
に
、
新
潟
県

の
森
づ
く
り
と
林
業
・
環

境
の
関
わ
り
、
現
状
に
至

る
ま
で
の
苦
労
と
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
た
知
恵
に
驚
き

の
連
続
で
し
た
。
も
の
づ

く
り
は
時
間
の
都
合
で
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
得
た
新
た
な
経

験
を
職
場
で
生
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。
（
文

責
・
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

山
本
事
務
局
長
） 

 
 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
２
日

間
と
も
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
し
た
が
、
高
原
の
涼

風
吹
く
妙
高
の
森
林
を
舞

台
に
３
６
名
の
青
年
が
仲

間
づ
く
り
・
も
の
づ
く

り
・
森
林
保
全
活
動
の
学

習
会
に
勤
し
み
ま
し
た
。 

仲
間
づ
く
り
は
青
少
年

自
然
の
家
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
講
師
に
、
「
妙

高
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
と
り
方
次
第
で
、
結

束
・
団
結
力
の
あ
る
グ

ル
ー
プ
が
作
れ
る
事
、
そ

し
て
思
い
を
１
つ
に
す
る

こ
と
で
ど
ん
な
困
難
に
も

立
ち
向
か
え
る
事
を
体
験

し
ま
し
た
。 

森
林
保
全
活
動
の
学
習

会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
え

 
 

 

 

市
民
活
動
の
促
進
と
、

行
政･

市
民
活
動
・
企
業

の｢

協
働｣

を
進
め
る
た
め

の
条
例
制
定
に
向
け
て
検

討
委
員
会
が
５
月
２
９
日

(

金)

に
第
１
回
委
員
会
を

開
催
。 

 

２
年
程
度
の
検
討
期
間

を
経
て
、
協
働
の｢

場｣

「
機
会
」
の
創
出
と
行
政

の
在
り
方
に
つ
い
て
条
例

制
定
ま
で
練
り
上
げ
る
事

と
な
っ
た
。
委
員
の
大
半

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
構
成
さ

れ
る
も
の
で
活
発
な
討
議

が
期
待
さ
れ
る
。 

 

連
合
新
潟
は
５
月
２
７

日(

水)

第
７
回
執
行
委
員

会
を
開
催
。
０
９
春
季
生

活
闘
争
の
ま
と
め
や
平
和

運
動
、
衆
院
選
対
策
、
地

方
委
員
会
対
策
な
ど
が
協

議･

確
認
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
県
労
福
協
の
一

般
社
団
法
人
化
と
そ
れ
に

関
わ
り
、
専
務
理
事
と
し

て
連
合
中
越
金
子
事
務
局

長
が
兼
務
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
連
合
新

潟
と
中
越
地
協
の
調
整
で

１
１
月
の
地
協
定
期
総
会

ま
で
の
兼
務
期
間
の
事
務

局
フ
ォ
ロ
ー
体
制
に
つ
い

て
手
立
て
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
確
認
さ
れ
た
。 

 

６
月
開
催
の
第
４
４
回

地
方
委
員
会
の
内
容･

任

務
分
担
も
決
定
さ
れ
た
。 

 

 

連合北魚沼支部だより 連合小千谷支部だより 

小千谷支部に属する、理研精機労働組合を紹介します。産
別ではJAM新潟に所属しております。私たちの会社は戦前よ
り旧理研の小千谷工場として、工作機械などの製造を行って
おりました。現在は、超高圧の油圧機器、沈埋函敷設用油圧
装置、各精密コレットチャックの設計・製造を行っていま
す。私たちが作る製品は、建設業関係、プレス関係、造船関
係、工作機械関係等と幅広くのユーザー様よりご支持をいた
だいております。組合員の世代交代により技術、知識の伝承
を組合、会社共々真剣に取り組んでおります。 

私たちの組合は１９４８年発足し、執行委員９名で活動し
ています。現在の組合員人数は男性１０４名、女性９名の合
計１１３名です。支部での活動を通じ働きやすい職場環境を
目指して取り組んで行きますので、今後ともご指導よろしく
お願いします。 

○メーデー反省会を開催 
   第８１回も５月１日開催確認 
 ５月８日魚沼市の須藤魚屋にて第８０回メーデーの反省会
開催しました。 
 団体代表者や実行委員等１４名にて本メーデーの取り組み
の総括を行い、さらには次回に向けての取り組み等の確認も
行いました。 
 森山実行委員長の挨拶の後、細かな内容について総括を行
う中、やはり参加人数の減少（一部団体では増加している）
に歯止めがかからず、開催方法について課題が残ったことが
一番大きな問題としてあげられました。 
 細かな課題については、来年の実行委員会にゆだねること
としましたが、５月１日開催については、北魚として変えな
い方向を決定してきました。 
 また、当地区において花の種１等当選の結果を各団体に周
知したところです（該当者が未だ出ておりません。この場を
借りて再再度連絡をお願いします）。 
 約一時間の会議の後、懇親会を開催し、本年のメーデーに
一区切りをつけました。 
 

○サン工業労組解散 
 サン工業労組は、１９７５年に全国金属労働組合新潟地方
本部サン工業支部として結成された以降、今日までＪＡＭ新
潟サン工業支部として活動してきました。この度、産業構造
の変化に伴い、５月２０日をもって工場閉鎖提案を受入、同
時に組織解散を確認いたしました。 
 北魚沼地区の民間労働運動の先駆けとして頑張っていただ
いたことに本当に敬意を表します。長い間、本当にご苦労様
でした。  

単組紹介 理研精機労働組合 

第１５回連合新潟ユースラリー 

 ものづくりや学習会通じ交流 
   国立妙高青少年自然の家で３６名が参加 
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